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アドルと「神の価格」
――マムルーク朝期カイロの市場社会と王権

　　　　　　　　　

慶應義塾大学文学部

長谷部史彦

Ⅰ　序

　　マムルーク朝の首都カイロでは、１３７０年代以降、有力マムルーク軍人や穀物

商人が支配的な力を行使する穀物市場において、投機的な傾向が強まり、穀価の季

節変動が激化した。穀価の高騰や供給の不足に直面した都市の民衆（アーンマ）は

パン屋や製粉所に殺到し、ムフタスィブ（市場監督官）やスルターンに対しても種々

の要求を突き付け、異議申し立て、攻撃、非難などを行なった。こうした食糧騒動

は、スルターン権力の市場介入を促し、臨時の救貧事業などの対応策を引き出す上

で大きな役割を果たしていた。

　　この報告では、中世カイロの市場社会と王権の関係について、特に食糧騒動にお

ける都市民衆とスルターン権力の交渉や葛藤の「文化」を中心に論じたい。この問

題に関してはすでにいくつかの拙論において考察を加えたが、今回の報告では、「ア

ドル（公正）」と「スィール・アッラー（神の価格）」という２つのキーワードに的

を絞って再検討を試みる。とりわけ、従来「適正価格」あるいは「公正価格」とみ

なされてきた「神の価格」について、その含意を具体的事例にそくしてもう一度考

え直すことにしたい。

　（※以下は報告の構成案である。）

Ⅱ　食糧騒動の行動形態とイディオム

　

１）食糧騒動の行動形態

２）食糧騒動におけるイディオム

Ⅲ　アドルと食糧騒動

１）マザーリム法廷と市場社会

２）マザーリム法廷と食糧騒動
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３）食糧騒動と「アドルの実現」

Ⅳ　「神の価格」は適正価格か？

　

１）１４９７年エルサレムの布告文における「神の価格」

２）食糧騒動と「神の価格」

Ⅴ　結び
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